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いっぱん質問

問　

松
前
町
の
、
人
件
費
、

扶
助
費
、
公
債
費
等
が
経

常
一
般
財
源
に
占
め
る
比

率
を
示
す
経
常
収
支
比
率

は
、
一
般
的
に
75
％
以
下

が
望
ま
し
い
と
言
わ
れ
て

い
る
。

　

平
成
28
年
度
は
88
・

１
％
、
29
年
度
は
89
・
５
％

と
、
昨
年
に
比
べ
て
1.4
％

上
が
っ
て
い
る
そ
の
原
因

と
今
後
の
対
策
は
。

答　

升
田
副
町
長

　

経
常
収
支
比
率
は
確
か
に

財
政
の
硬
直
化
を
図
る
指
標

と
い
わ
れ
て
お
り
、こ
の
指

標
は
、
国
が
昭
和
42
年
度
の

決
算
を
も
と
に
財
政
分
析
の

考
え
方
で
75
％
程
度
が
適
当

と
い
う
数
字
の
公
表
を
し
た
。

　

そ
の
頃
は
高
度
成
長
期
に

あ
り
、
地
方
で
は
投
資
的
経

費
が
非
常
に
大
き
か
っ
た
。

　

そ
う
い
っ
た
経
費
の
金
額

を
確
保
す
る
た
め
に
は
、経

常
経
費
に
充
て
る
割
合
を
な

る
べ
く
抑
え
て
、経
常
収
支

比
率
は
75
％
程
度
が
適
当
と

い
う
考
え
方
を
示
さ
れ
た
。

　

現
在
は
社
会
情
勢
の
変
化

に
伴
い
、住
民
ニ
ー
ズ
が
多

様
化
し
、住
民
サ
ー
ビ
ス
が

実
施
さ
れ
、施
策
の
ほ
と
ん

ど
が
自
治
体
の
単
独
事
業

だ
。

　

中
学
生
ま
で
の
医
療
費
の

無
料
化
。
小
・
中
学
校
の
エ
ア

コ
ン
設
置
後
の
電
気
代
等
の

維
持
費
は
必
要
に
な
る
。
当

然
経
常
一
般
財
源
が
そ
の
財

源
と
な
り
、
経
常
収
支
比
率

は
上
昇
し
て
い
く
。

　

経
常
収
支
比
率
に
つ
い
て

は
、裏
を
返
せ
ば
、住
民
ニ
ー

ズ
の
多
様
化
に
伴
い
、そ
の

自
治
体
が
単
独
で
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
図
っ
た
結
果

と
い
う
よ
う
な
言
い
方
も
で

き
る
と
考
え
て
お
り
、90
％

が
高
い
と
は
考
え
て
い
な
い
。

問　

事
業
別
の
執
行
率
は

６
月
の
私
の
一
般
質
問
で

執
行
率
が
95
・
２
％
で
、
県

内
最
も
高
い
と
い
う
答
弁

を
い
た
だ
い
た
。
住
民
側

か
ら
見
る
と
満
足
感
は
少

な
い
と
感
じ
て
い
る
。
必

要
経
費
を
除
く
と
、
実
質

事
業
金
額
が
８
億
円
と
町

長
は
い
つ
も
い
わ
れ
て
い

る
が
、

①
事
業
別
の
執
行
率
は
い

く
ら
か
。

②
今
後
の
取
組
方
法
は
。

③
繰
越
金
が
毎
年
３
億
円

近
く
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

裏
を
返
せ
ば
、
計
画
性
、
見

積
り
が
甘
い
の
で
は
。

　

資
金
の
有
効
利
用
が
さ

れ
て
な
い
と
感
じ
る
が
、

見
解
は
。

答　

合
田
財
政
課
長

①
事
業
ご
と
の
執
行
率
は
そ

れ
ほ
ど
重
要
な
も
の
で
は
な

い
。

② 

③
執
行
率
と
は
、予
算
に

対
し
実
際
支
出
し
た
金
額
の

割
合
で
翌
年
度
へ
の
繰
越
金

額
は
執
行
さ
れ
な
か
っ
た
残

額
の
合
計
だ
。
執
行
率
が
低

く
、繰
越
金
額
が
多
く
な
っ

た
と
し
て
も
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
計
画
ど
お
り
事
業
を
執
行

し
た
結
果
、
効
率
化
や
入
札

な
ど
に
よ
り
経
費
の
節
約
が

図
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、資

金
が
有
効
利
用
さ
れ
て
な
い

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

　

事
業
の
計
画
性
や
見
積
り

に
つ
い
て
も
甘
い
と
は
考
え

て
な
い
。

経
常
収
支
比
率
悪
化
の
原
因
は

税
金
の
有
効
利
用
の
考
え
は

加藤　博德　議員

経常収支比率が低いほど『投資』できる
ゆとりがあるといわれている。


